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11
月
21
日
は
衆
議
院
第
1
議
員

会
館
で
、
午
前
中
に
福
岡
高
裁
判

決
報
告
集
会
を
行
な
っ
た
後
、
午

後
か
ら
は
厚
労
省
、
国
交
省
、
環

境
省
の
課
長
補
佐
、
係
長
ク
ラ
ス

の
職
員
の
出
席
で
懇
談
会
を
実
施

し
ま
し
た
。懇
談
会
の
実
現
に
は
、

近
藤
昭
一
衆
議
院
議
員
（
立
民
）

の
尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。
3
省
庁

と
は
、
福
岡
判
決
後
に
各
省
庁
を

統
一
本
部
の
幹
部
、
原
告
、
弁
護

団
が
訪
れ
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
原
告
代
表
が
被
害

の
深
刻
な
実
態
を
述
べ
た
上
で
、

事
前
に
各
省
庁
に
渡
し
た
要
望
書

へ
の
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

最
初
の
厚
労
省
は
「
建
設
業
に

集
中
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
労
災
認
定

に
対
し
て
そ
の
原
因
の
認
識
」「
今

後
も
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

被
害
へ
の
救
済
策
と
し
て
の
拠
出

金
に
よ
る
基
金
方
式
の
解
決
へ
の

見
解
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
ば
く

露
防
止
対
策
や
建
材
へ
の
含
有
が

多
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
繰
り
返
す

ば
か
り
で
、
こ
の
間
の
要
請
時
の

回
答
か
ら
何
ら
の
進
展
は
あ
り
ま

せ
ん
。
参
加
者
か
ら
「
過
去
の
原

因
に
つ
い
て
の
認
識
を
聞
い
て
い

る
の
だ
。
は
ぐ
ら
か
す
な
。
厚
労

省
が
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
れ

ば
こ
の
よ
う
な
被
害
は
な
か
っ
た

は
ず
だ
」
「
建
設
は
か
つ
て
の
泉

南
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
違
い
被
害
の

広
が
り
は
は
か
り
し
れ
な
い
。
そ

れ
を
踏
ま

え
解
決
策

を
考
え
る

の
が
国
民

の
命
を
守

る
厚
労
省

の
使
命

だ
」
な
ど

激
し
い
追

及
が
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
厚

労
省
は

「
係
争
中

な
の
で
コ

メ
ン
ト
は

控
え
る
」
「
現
行
制
度
の
範
囲
内

で
対
応
す
る
」と
述
べ
る
の
み
で
、

参
加
者
か
ら
怒
り
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
国
交
省
、
環
境
省
も
同

様
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

挫
け
ず
た
た
か
い

続
け
よ
う

懇
談
は
3
時
間
近
く
に
及
び
、

終
了
後
小
野
寺
利
孝
弁
護
士
が

「
3
省
の
対
応
は
被
害
の
実
態
を

全
く
受
け
止
め
て
い
な
い
。
過
去

の
誤
っ
た
政
策
に
つ
い
て
抜
本
的

に
悔
い
改
め
る
態
度
が
な
い
。
政

府
の
政
策
を
変
え
よ
う
と
い
う
国

会
議
員
の
動
き
が
出
る
こ
と
を
期

待
し
な
が
ら
、
挫
け
ず
に
た
た
か

い
続
け
よ
う
」
と
ま
と
め
、
懇
談

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト

に
関
係
す
る
省
庁
の
職
員
で
あ
り

な
が
ら
、
責
任
を
感
じ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
」
（
荒
川
・
磯
部

正
三
さ
ん
）
「
被
害
者
が
ま
だ
増

え
る
状
況
の
中
、
国
の
対
応
の
遅

さ
に
怒
り
を
感
じ
た
。
役
人
の
考

え
の
レ
ベ
ル
が
低
い
」
（
世
田
谷

・
河
﨑
善
法
さ
ん
）と
国
の
非
情
、

不
誠
実
な
態
度
へ
の
憤
り
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

11
月
11
日
の
福
岡
高
裁
勝
利
判
決
を
受
け
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
統
一
本
部
、
原
告
、
弁
護

団
は
翌
日
か
ら
、
九
州
の
仲
間
も
加
わ
る
な
か
で
連
日
の
よ
う
に
関
係
省
庁
、
被
告
企
業
へ
の
要
請
、

抗
議
の
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
11
月
21
日
に
は
院
内
で
の
報
告
集
会
と
被
害
の
根
絶
と
ば
く
露
防

止
を
考
え
る
関
係
省
庁
と
の
懇
談
会
を
3
0
0
人
以
上
を
集
め
て
開
き
ま
し
た
。

会場を埋め尽くす300人以上が参加して厚労
省との懇談は行なわれました。マイクを持ち
発言する東京2陣原告共同代表の吉田さん

スタンドパイプ訓練

少
子
高
齢
化
の
進
行
で
、
労
働

力
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
日

本
社
会
。
建
設
業
で
も
外
国
人
労

働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
11
月
22
日
、
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
東
京
土
建
本

部
は
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
名

刺
交
換
会
を
開
催
し
、
組
合
内
事

業
所
18
社
か
ら
21
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

島
原
孝
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
に
、
平
川
正
浩
厚
生
労

働
省
人
材
開
発
統
括
官
海
外
人
材

育
成
担
当
参
事
官
室
技
能
実
習
業

務
指
導
室
長
の
「
外
国
人
労
働
者

の
適
正
な
雇
用
―
外
国
人
技
能
実

習
制
度
に
つ
い
て
」
、
関
根
大
樹

圏
友
協
同
組
合
（
監
理
団
体
）
事

業
推
進
本
部
職
員
の
「
外
国
人
労

働
者
の
適
正
な
採
用
と
雇
用
の
た

め
に
―
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入

れ
事
業
」
と
い
う
2
つ
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

講
演
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
今

後
、
月
給
制
に
と
聞
い
た
が
金
額

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
「
実
習
生

が
規
定
の
人
数
を
超
え
て
い
た
場

合
の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
」「
外

国
人
雇
用
に
は
経
費
が
か
か
る
。

国
は
助
成
金
の
検
討
を
」
「
監
理

団
体
の
監
理
費
用
は
団
体
に
よ
っ

て
ど
の
く
ら
い
違
う
の
か
」
な
ど

具
体
的
な
質
問
や
意
見
が
活
発
に

出
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
、
参
加
者
を
中
心
に
名

刺
交
換
を
行
な
い
、
仕
事
な
ど
の

交
流
を
し
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
い
ら

な
い
―
福
生
集
会

11
月
24
日
、
福
生
市
に
あ
る
多

摩
川
中
央
公
園
で
「
横
田
基
地
に

オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い
11
・
24

東
京
大
集
会
」
が
開
か
れ
、
2
0

0
0
人（
東
京
土
建
は
2
7
2
人
）

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
荻
原
淳
東
京
地
評
議
長
は

「
横
田
基
地
に
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ

イ
が
配
備
さ
れ
て
2
年
目
に
な

る
。
度
重
な
る
低
空
飛
行
訓
練
を

繰
り
返
し
、
住
民
の
命
と
健
康
、

安
全
を
脅
か
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｖ
22

の
配
備
で
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
侵

略
の
出
撃
拠
点
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
絶
対
に
許
せ
な
い
。
即
時

撤
去
を
求
め
る
。
危
険
な
訓
練
を

黙
認
す
る
小
池
都
政
は
変
え
る
し

か
な
い
」
と
怒
り
を
込
め
て
訴
え

ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
は
共
産
党
が
連

帯
あ
い
さ
つ
、
村
木
英
幸
あ
き
る

野
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木
更
津

で
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の
た

た
か
い
、
横
田
基
地
の
騒
音
被
害

に
裁
判
で
た
た
か
っ
て
い
る
市
民

か
ら
も
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
「
オ
ス
プ
レ
イ

は
い
ら
な
い
」
「
安
倍
首
相
は
ヤ

メ
ロ
」な
ど
と
コ
ー
ル
し
な
が
ら
、

参
加
者
は
原
ヶ
谷
戸
ど
ん
ぐ
り
公

園
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

【
本
部
・
書
記
・
高
倉
一
歩
記
】

11
月
24
日
、
墨
田
区
京
島
地
域
に

て
「
ま
ち
の
救
助
隊
ナ
マ
ズ
全
体

会
兼
研
修
会
」を
開
催
、
20
支
部
、

69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
ま
ち
づ
く
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
で
町
会
と
消
防
署
、

墨
田
支
部
ハ
ン
マ
ー
ズ
が
連
携
し

て
開
催
し
て
い
る
「
京
島
2
丁
目

防
災
フ
ェ
ス
」に
参
加
。ス
タ
ン
ド

パ
イ
プ
訓
練
、
土
の
う
作
り
等
を

体
験
。
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
は
い
ざ

と
い
う
時
、
住
民
が
活
用
で
き
る

消
火
資
器
材
で
道
路
上
に
あ
る
消

火
栓
や
排
水
栓
に
差
し
込
み
ホ
ー

ス
を
つ
な
ぎ
消
火
し
ま
す
。

墨
田
支
部
に
移
動
し
、
ハ
ン
マ

ー
ズ
の
村
山
副
隊
長
を
講
師
に
学

習
。
ハ
ン
マ
ー
ズ
で
は
東
日
本
大

震
災
で
の
経
験
か
ら
、
「
生
き
残

る
た
め
の
防
災
対
策
」
を
最
優
先

と
し
て
、
そ
の
実
践
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
型
の
防
災
訓
練
な
ど
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り（
近
助
の
力
）

に
力
を
入
れ
、
地
元
建
設
業
者
は

そ
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
等
を
学

び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
町

会
、
消
防
と
の
共
同
の
取
り
組
み

は
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平川さん

【
練
馬

・
書
記
・

田
崎
遊

記
】
11
月

27
日
、
東

京
土
建
練

馬
支
部
の

60
周
年
式

典
・
祝
賀

会
が
コ
コ

ネ
リ
ホ
ー

ル
で
開
催

さ
れ
ま
し

た
。在

籍
表

彰
者
や
分
会
代
表
な
ど
1
0
6
人

が
参
加
し
た
第
1
部
の
式
典
で

は
、
練
馬
区
長
か
ら
も
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
記
念

誌
『
練
馬
支
部
60
年
の
歩
み
』
を

も
と
に
池
田

書
記
長
が
60

年
の
歴
史
を

紹
介
。
練
馬

支
部
の
運
動

を
進
め
て
き
た
在
籍
50
年
23
人
と

在
籍
30
年
2
3
0
人
の
組
合
員
を

表
彰
し
、
50
年
を
代
表
し
て
土
支

田
分
会
の
田
谷
勝
雄
さ
ん
、
30
年

を
代
表
し
て
富
士
見
台
分
会
の
市

瀬
正
樹
さ
ん
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
2
部
の
祝
賀
会
は
、練
馬
区

や
国
会
議
員
、
都
議
、
区
議
、
区

内
の
労
働
団
体
、
友
好
団
体
等
か

ら
の
来
賓
も
加
わ
り
1
7
7
人
の

参
加
で
し
た
。3
万
人
が
参
加
し
、

ギ
ネ
ス
記
録
も
樹
立
し
た
「
ど
け

ん
ね
り
ま
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
」

の
映
像
上
映
や
練
馬
支
部
と
親
交

の
深
い
東
京
サ
ロ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
『
歌
姫
と
3
大
テ

ノ
ー
ル
の
祝
宴
』
と
題
し
た
演
奏

は
ア
ン
コ
ー
ル
が
お
こ
る
ほ
ど
の

大
盛
況
。

最
後
に
在
籍
表
彰

者
が
登
壇
し
、
参
加

者
全
員
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
、
こ
れ
か

ら
も
「
仲
間
と
つ
な
が
る
、
地
域

と
つ
な
が
る
、
技
能
を
つ
な
ぐ
」

東
京
土
建
と
し
て
役
割
を
果
た

し
、
力
を
尽
く
そ
う
と
心
を
一
つ

に
し
ま
し
た
。

在籍30年の組合員を代表して
あいさつした市瀬さん（右）

関根さん

18社から21人が参加

求

人

建設
アスベスト

仲
間
・
地
域
・
技
能
を
つ
な
ぐ

非
情
な
態
度
に
怒
り

練馬

６０
周
年
盛
大
に
祝
う

関
係
３
省
と
懇
談
３
時
間
超

外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

適
性
な
あ
り
方
学
ぶ

京島地域等で研修
まちの救助隊ナマズ


